
当

社

の

夏

祭

は

二

日

間

執

り

行

わ

れ

ま

す

。

宵

宮

に

は

献

湯

神

事

、

本

宮

に

は

夏

季

大

祭

を

斎

行

し

ま

す

。

神

楽

奉

納

は

拝

殿

昇

殿

に

て

、

巫

女

神

楽

を

間

近

に

受

け

て

い

た

だ

け

ま

す

。

境

内

で

は

車

樂

会

に

よ

る

お

囃

子

演

奏

、

周

辺

に

は

た

く

さ

ん

の

夜

店

が

に

ぎ

わ

い

ま

す

。

地

車

巡

行

な

ど

神

賑

行

事

の

詳

細

は

境

内

掲

示

に

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

暑

い

盛

り

の

夏

祭

に

お

詣

り

し

て

、

暑

気

払

い

い

た

し

ま

し

ょ

う

。

夏

休

み

の

楽

し

い

思

い

出

に

な

り

ま

す

よ

う

に

。

夏夏夏夏

祭祭祭祭

のののの

神神神神

饌饌饌饌

料料料料

をををを

承承承承

りりりり

まままま

すすすす

神

饌

料

を

賜

り

ま

す

と

、

祭

当

日

に

拝

殿

ご

昇

殿

に

て

神

楽

奉

納

、

撤

下

品

を

授

与

し

ま

す

。

奉

納

者

の

お

名

前

を

境

内

の

掲

示

板

に

掲

示

し

ま

す

。

受

付

は

神

社

社

務

所

に

て

承

り

ま

す

。

七

夕

は

五

節

供

の

一

つ

で

「

し

ち

せ

き

の

節

供

」

と

い

い

、

古

く

は

御

霊

の

衣

類

を

織

っ

て

棚

に

供

え

、

穢

れ

を

祓

う

行

事

で

し

た

。

そ

こ

に

中

国

か

ら

星

ま

つ

り

と

手

芸

や

裁

縫

の

上

達

を

願

う

祭

の

風

習

が

入

っ

て

き

て

、

現

在

の

よ

う

な

笹

に

願

い

事

を

書

い

た

短

冊

を

結

び

付

け

て

祈

る

行

事

へ

と

変

化

し

て

い

き

ま

し

た

。

当

社

は

今

年

も

境

内

で

育

て

た

笹

を

使

っ

て

七

夕

の

笹

飾

り

を

し

ま

す

。

色

と

り

ど

り

の

短

冊

に

願

い

事

を

お

書

き

く

だ

さ

い

。

七

月

三

日

よ

り

七

日

ま

で

。

日

本

の

格

言

「

言

葉

の

鏡

」

を

月

替

わ

り

で

ポ

ス

タ

ー

掲

示

し

て

い

ま

す

。

同

じ

も

の

を

印

刷

し

た

紙

を

拝

殿

前

に

置

い

て

い

る

の

で

、

ご

自

由

に

お

持

ち

帰

り

く

だ

さ

い

。

紙

裏

面

に

は

当

社

行

事

や

神

道

の

豆

知

識

も

載

せ

て

い

ま

す

。
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神

社

に

あ

る

古

い

石

造

物

に

は

奉

納

者

の

名

前

が

刻

ま

れ

て

い

ま

す

。

境

内

の

石

橋

（

太

鼓

橋

）

は

江

戸

時

代

弘

化

三

年

の

も

の

で

、

当

時

の

世

話

人

衆

の

名

前

が

多

数

見

ら

れ

ま

す

。

こ

の

石

橋

は

神

社

東

側

や

橋

下

に

流

れ

て

い

た

井

路

川

（

水

路

）

の

名

残

。

境

内

を

取

り

囲

む

玉

垣

（

石

の

柵

）

は

昭

和

三

十

八

年

に

建

て

ら

れ

た

も

の

で

敷

地

を

一

周

す

る

ほ

ど

の

た

く

さ

ん

の

数

で

す

。

当

時

多

く

の

氏

子

様

か

ら

ご

奉

納

い

た

だ

い

た

と

が

伺

え

ま

す

。

あ

な

た

の

ご

先

祖

様

や

ゆ

か

り

の

あ

る

方

の

お

名

前

も

あ

る

か

も

し

れ

ま

せ

ん

ね

。

大大大大

宮宮宮宮

神神神神

社社社社

まままま

めめめめ

ちちちち

しししし

きききき

～～～～

境境境境

内内内内

のののの

石石石石

造造造造

物物物物

をををを

よよよよ

くくくく

見見見見

てててて

みみみみ

よよよよ

うううう

～～～～

令令令令

和和和和

元元元元

年年年年

夏夏夏夏

季季季季

大大大大

祭祭祭祭

七

月

二

十

七

日

土

曜

日

十

一

時

献

湯

神

事

二

十

八

日

日

曜

日

十

一

時

夏

季

大

祭

神

楽

奉

納

（

拝

殿

ご

昇

殿

）

午

後

三

時

～

九

時

夏夏夏夏

祭祭祭祭

はははは

七七七七

月月月月

のののの

第第第第

四四四四

日日日日

曜曜曜曜

日日日日

とととと

そそそそ

のののの

前前前前

日日日日

土土土土

曜曜曜曜

日日日日

のののの

二二二二

日日日日

間間間間

でででで

すすすす

祈祈祈祈

祷祷祷祷

案案案案

内内内内

初

宮

七

五

三

詣

家

内

安

全

厄

除

病

気

平

癒

自

動

車

祓

改

築

・

転

宅

清

祓

地

鎮

祭

な

ど

出

張

祭

典

【

予

約

は

お

電

話

で

】

☎

（

０

６

）

６

９

５

１

‐

２

１

９

６

七七七七

夕夕夕夕

かかかか

ざざざざ

りりりり

七七七七

月月月月

三三三三

日日日日

よよよよ

りりりり

秋

祭

お

渡

り

が

復

活

し

て

、

本

年

で

五

年

目

に

な

り

ま

す

。

令

和

最

初

の

お

渡

り

に

ご

奉

仕

し

ま

せ

ん

か

。

詳

し

く

は

秋

頃

の

境

内

掲

示

と

社

報

次

号

で

ご

案

内

し

ま

す

。

お

問

い

合

わ

せ

は

社

務

所

ま

で

お

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

秋秋秋秋

祭祭祭祭

神神神神

輿輿輿輿

おおおお

渡渡渡渡

りりりり

奉奉奉奉

仕仕仕仕

者者者者

募募募募

集集集集

令令令令

和和和和

元元元元

年年年年

十十十十

月月月月

二二二二

十十十十

六六六六

日日日日

土土土土

曜曜曜曜

日日日日

のののの

午午午午

後後後後

言言言言

葉葉葉葉

のののの

鏡鏡鏡鏡

上

は

献

湯

神

事

中

は

夜

店

下

は

大

宮

地

車

宮

入

上

は

石

橋

右

は

境

内

東

側

の

玉

垣


